
１．　基本情報

〒

２．　経歴・取組内容、取組分野等

○

ふるさと財団「地域再生マネージャー」情報

組織名・所属

役職

連絡先住所 212-0024 川崎市幸区塚越4-314-2-706

電話番号
044-541-2030
090-8492-7525

メールアドレス stky4806■taupe.plala.or.jp （■を@に変えて下さい）

氏名 佐藤　和幸 ふりがな さとう　かずゆき 生年月日
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な
経
歴
・
受
賞
歴

＜経歴＞
◆東京都出身。1971年一橋大学商学部卒業、日本航空株式会社入社。約9年のドイツ在任時に、保養、
　健康、風景計画についての知見を広めました。
◆2006年度～2008年度、地域再生マネージャーとして沖縄県南城市に常駐。
◆引き続き2011年度まで、南城市商工会事務局長として南城市に勤務。

　2006年度からの南城市在勤中の主な経歴：　シンポジウム「いよいよ発進！南城ツーリズム」パネリスト。　
　日本代替・相補・伝統医療連合会議沖縄支部大会講師。　南城市海浜公園運営協議会委員。　
　那覇市商工会議所職員研修会講師。　シンポジウム「精神文化としての斎場御嶽をどう守るか」準備・検討会参加。
　「まちなみ緑化賞」審査員。　南城市「観光映像コンテンツ製作及び配信システム構築事業」業者選定委員。　
　南城市商工会地域づくり講演会講師。　馬天港みなと振興委員。　「e-地域資源活用事業」業者選定委員。　
　南城市観光振興計画策定委員会委員。　ふるさと財団「地域再生セミナー」（那覇市）講師。　久高島伝承に基づく
　創作劇「新　黄金の瓜ざね」運営委員。　南城自立支援センター・地域ネットワーク会議委員。　南城市・地域づくり
　シンポジウム「手のとどく範囲のまちづくり」委員/主催者あいさつ。　仙台市民との体操/ウォーキング交流会実施。　
　南城市ウェルネス事業検討委員会委員。　沖縄リハビリテーションセンター病院職員研修会講師。
　沖縄県商工会連合会「うちなーホームページコンテスト」最優秀賞（南城市商工会）。

主
な
取
組
内
容

、
実
績
等

◆南城市/地域再生マネージャー事業のテーマ：　「歴史遺産と統合医療による地域活性化計画」
　2006年1月に4町村が合併して発足した南城市において、豊かな自然や祈りの聖地と、　一人ひとりの生命力
　を引き出し心身の健康回復・促進を目指す統合医療の考え方とを組み合わせて、地域の活性化を図るという
　独自の取り組みです。
　・地域に点在する、琉球の精神文化を象徴する聖地を一つのまとまった価値として発信していくため、
　　案内板を充実させ、シンボルマークを貼付しました。観光振興と歴史遺産の保全を図りました。
　・地元の素材を生かした特産品づくりの立ち上げをねらい、野草木自然織り（南城織り、久高織り）教室の開催や
　　地元食材を使用した健康食体験、交流を行いました。
　・運動療法の本格的普及を図るため、ノルディックウォーキングの指導者育成、体験会を実施。健康についても
　　語れる文化財ガイドの養成、その他講演活動を行いました。
　・保養と健康増進の舞台として日本、アジアに貢献していこうとする市の方向性が見えてきました。
　・合併前の旧4町村の歴史、文化、風土を自分たちの共有財産として展開していこうという機運が市民の間で
　　高まり、さまざまな活動が行われています。市民大学や市民健康教室ではノルディックウォーキング体験会なども
　　開かれており、健康をテーマとしたツーリズムに取り組む地元としてふさわしい土壌ができています。
　・南城ウォーク、南城ウェルネス事業、ECOスピリットライド＆ウォークなどが実施されています。
　・斎場御嶽の年間入場者数は、2007年度の18万人から、2013年度は42万人になりました。

取
組
分
野

1 観光振興 ○ 7 住民参加・協働

2 産業振興 ○ 8 イベント交流

3 過疎地域･限界集落の振興 9 食品流通

4 中心市街地活性化 10 環境

5 まちづくり景観 11 ＮＰＯ・ボランティア

6 農林水産品の開発・ブランド化 ○ 12 その他(歴史遺産保全)



３．　関連ホームページ

４．　ふるさと財団での実績
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５．　財団報告書

６．写真・ひとことPR

 < ひとことPR >

　名称 　アドレス

南城ウェルネス http://nanjo-wellness.com/
ECOスピリットライド＆ウォーク http://ecospiritridewalk.jp/

◆2009年度　沖縄県 セミナーテーマ: 「観光【静脈】を鍛えよう～人材を生かした地域活性化」

あがりうまーいドットコム http://www.agariumai.com/

◆2006年度～08年度　沖縄県南城市　「歴史遺産と統合医療による地域活性化計画」

・地域の活性化のためには、市町村の行政が果たす役割（リーダーシップ発揮、
　情報活用、支援など）が大きいと実感しています。
　加えて、地域を大切に思う住民、応援する人などがその能力や持ち味を
　発揮しやすく、重ね合わせやすいような受け皿や組織を整えて、人の暮らしに
　役立つ新たな価値の創造に向かって取り組めば、やがて地域に良い結果が
　もたらされると確信しています。
・趣味：　沖縄の伝統芸能を見ること。
・現在：　ＮＰＯ日本ノルディックフィットネス協会（ＪＮＦＡ）・普及啓発部員

　名称 　アドレス

平成18年度　地域再生マネージャー事業 http://www.furusato-zaidan.or.jp/chiiki/pdf5/1239174062659.pdf

写 真


